
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
武
器
と
武
装

齊
藤
　
大
輔

は
じ
め
に

福
岡
県
宗
像
市
の
宗
像
大
社
を
起
点
と
し
て
北
西
に
お
よ
そ
六
〇
㎞
、
玄
界
灘
の
真
っ
只

中
に
浮
か
ぶ
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
（
図
一
・
二
）。
小
稿
で
は
、
Ｄ
号
巨
岩
（
高
さ
六
・
五
ｍ
、

六
世
紀
、
図
三
）
の
岩
陰
で
祭
祀
が
お
こ
な
わ
れ
た
七
号
遺
跡
の
武
装
具
（
武
器
・
武
具
・

馬
具
）
を
中
心
に
と
り
あ
げ
、
沖
ノ
島
に
お
け
る
武
器
祭
祀
の
特
質
を
考
え
る
。
七
号
遺
跡

の
武
装
具
は
、
古
墳
時
代
資
料
の
な
か
で
も
質
、
量
と
も
に
白
眉
を
な
す
。
祭
祀
遺
跡
の
奉

献
品
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
多
く
は
ミ
ニ
チ
ュ
ア
や
模
造
品
で
代
替
せ
ず
、
古
墳

の
副
葬
品
と
共
通
す
る
「
真
正
品
」
で
あ
る
こ
と
に
最
大
の
本
質
を
み
と
お
せ
そ
う
で
あ
る
。

沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
発
掘
調
査
と
そ
の
報
告
［
宗
像
神
社
復
興
期
成
会
一
九
五
八
・
一
九
六
一
、

第
三
次
沖
ノ
島
学
術
調
査
隊
一
九
七
九
］
が
な
さ
れ
た
二
〇
世
紀
後
半
以
降
、
古
墳
時
代
の
武

装
具
研
究
は
日
進
月
歩
で
深
化
し
て
き
た
。
沖
ノ
島
出
土
品
に
つ
い
て
も
、
こ
ん
に
ち
の
水
準
を

も
っ
て
再
評
価
す
べ
き
点
が
少
な
く
な
い
。
実
地
調
査
に
制
約
が
あ
る
と
は
い
え
、
国
宝
、
そ
し

て
世
界
遺
産
の
あ
り
し
日
の
姿
を
正
し
く
と
ら
え
る
こ
と
は
、
細
分
化
し
た
器
物
研
究
の
責
務

で
あ
ろ
う
。
以
下
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
を
代
表
す
る
武
装
具
に
つ
い
て
可
能
な
か
ぎ
り
の
類
例

を
示
し
な
が
ら
、
国
家
祭
祀
を
司
っ
た
島
の
あ
る
じ
の
姿
に
迫
り
た
い
。

図１　沖ノ島の位置
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図２　沖ノ島祭祀遺跡の分布図

図３　Ｄ号巨岩付近の地形図
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一
　
刀
　
剣

沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
で
は
、
刀
剣
に
か
か
わ
る
資
料
が
多
く
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、
八
号
遺
跡
を
中
心
に
出
土
し
た
雛
形
鉄
刀
・
刀
子
に
つ
い
て
は
小
嶋
篤
に
よ
る
検

討
が
あ
る
も
の
の
［
小
嶋
二
〇
二
一
ａ
］、
真
正
の
刀
剣
に
か
か
わ
る
専
論
は
み
な
い
。

た
し
か
に
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
出
土
刀
剣
の
う
ち
に
は
全
体
の
形
を
と
ど
め
る
も
の

が
な
い
た
め
に
、
鉄
製
刀
剣
身
の
分
析
に
は
限
界
が
あ
る
。
だ
が
、
い
く
つ
か
の
装
具

片
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
来
は
装
飾
性
ゆ
た
か
な
刀
剣
が
少
な
か
ら
ず
奉
献
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、
七
号
遺
跡
ほ
か
、
古
墳
時
代
後
期
の
祭
祀
遺
跡
ご

と
に
み
ら
れ
る
特
徴
的
な
刀
剣
を
通
覧
す
る
。

七
号
遺
跡
（
図
四
）　

捩
り
環
二
点
と
水
晶
製
三
輪
玉
一
七
点
が
出
土
し
て
お
り
、

護
拳
帯
に
三
輪
玉
を
つ
け
た
捩
り
環
頭
大
刀
二
振
を
構
成
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
に
と
も
な
う
刀
身
本
体
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
つ
ぎ
に
述
べ
る
よ
う
に
、
鉄
地
銀

張
の
鎺
な
い
し
は
鞘
口
金
具
を
つ
け
た
鉄
刀
が
そ
の
候
補
と
な
ろ
う
。

捩
り
環
頭
大
刀
は
古
墳
時
代
後
期
前
半
に
成
立
し
た
倭
装
の
装
飾
大
刀
で
あ
り
、
継

体
大
王
の
地
方
進
出
や
屯
倉
の
設
置
な
ど
と
連
動
し
な
が
ら
各
地
に
普
及
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
［
高
松
二
〇
〇
七
、
齊
藤
二
〇
一
八
］。
捩
り
環
と
水
晶
製
三
輪
玉
が
出

土
し
た
事
例
と
し
て
、
埼
玉
県
埼
玉
将
軍
山
古
墳
、
大
阪
府
河
内
愛
宕
塚
古
墳
、
奈
良

県
市
尾
宮
塚
古
墳
、
大
分
県
朝
日
天
神
山
一
号
墳
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
河
内
愛
宕
塚
古
墳
の
捩
り
環
頭
大
刀
は
鉄
地
銀
象
嵌
の
鞘
口
金
具
や
鞘
尻

金
具
を
と
も
な
う
。
構
造
は
異
な
る
が
、
鉄
地
に
銀
を
組
み
あ
わ
せ
た
装
具
で
あ
る
点

に
お
い
て
沖
ノ
島
七
号
遺
跡
の
鉄
地
銀
張
鎺
（
鞘
口
金
具
？
）
と
つ
う
ず
る
。

七
号
遺
跡
で
は
全
長
六
一
㎝
以
上
の
鉄
剣
も
出
土
し
て
い
る
。
六
世
紀
に
お
い
て
も

少
な
く
な
い
数
の
鉄
剣
が
古
墳
に
副
葬
さ
れ
て
い
る
が
［
大
谷
二
〇
一
六
］、
そ
れ
で

も
な
お
、
後
期
的
な
刀
剣
様
式
の
主
と
は
い
え
な
い
。
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
中
期

に
い
た
る
伝
統
的
な
武
器
で
あ
る
剣
が
古
墳
時
代
後
期
の
祭
祀
空
間
に
存
在
し
た
事
実

は
、
七
号
遺
跡
の
性
格
を
評
価
す
る
う
え
で
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。

八
号
遺
跡
　
把
頭
の
形
式
を
直
接
示
す
資
料
は
な
い
が
、
間
接
的
に
う
か
が
え
る
刀

装
具
は
い
く
つ
か
あ
る
。

第
一
に
挙
げ
る
の
は
、
連
珠
円
文
を
打
ち
出
し
た
銅
地
金
張
の
責
金
具
三
点
で
あ
る

（
図
五

－

一
～
三
）。
縁
が
傾
斜
し
た
も
の
の
類
例
と
し
て
、
群
馬
県
綿
貫
観
音
山
古
墳

か
ら
出
土
し
た
頭
椎
大
刀
の
把
の
両
端
に
つ
け
た
責
金
具
が
あ
る
。
傾
斜
の
な
い
も
の

も
、
同
じ
大
刀
の
筒
金
具
に
と
も
な
う
も
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
頭
椎
大
刀
Ａ
と
す
る
。

第
二
に
、
車
輪
石
の
よ
う
に
周
囲
に
肋
条
に
よ
っ
て
匙
面
を
つ
く
り
だ
し
た
卵
形
の

環
状
金
具
に
注
目
す
る
（
図
五

－

四
・
五
）。
こ
れ
も
、
福
島
県
渕
の
上
一
号
墳
で
出

土
し
た
頭
椎
大
刀
の
把
と
把
頭
の
境
に
あ
る
金
具
に
つ
う
じ
、
沖
ノ
島
八
号
遺
跡
に
も

う
一
振
の
頭
椎
大
刀
が
存
在
し
た
可
能
性
を
示
す
。
こ
れ
を
頭
椎
大
刀
Ｂ
と
す
る
。

頭
椎
大
刀
は
古
墳
時
代
後
期
前
半
の
木
製
品
か
ら
は
じ
ま
り
、
後
期
後
半
の
折
衷
系

大
刀
段
階
に
金
属
装
化
、
後
期
末
に
金
銅
装
化
す
る
。
八
号
遺
跡
の
頭
椎
大
刀
Ａ
は
折

衷
系
大
刀
段
階
、
頭
椎
大
刀
Ｂ
は
金
銅
装
化
段
階
の
初
期
の
事
例
に
あ
た
る
。
折
衷
系

頭
椎
大
刀
は
、
倭
系
の
系
譜
を
ひ
く
頭
椎
大
刀
に
外
来
系
譜
の
刀
装
具
を
装
着
し
た
も

の
で
あ
る
［
橋
本
二
〇
〇
六
］。
古
代
の
宗
像
で
は
、
福
津
市
宮
地
嶽
古
墳
、
福
津
市

勝
浦
水
押
Ｓ
О

－

〇
一
、
古
賀
市
楠
浦
中
里
Ａ
一
号
墳
で
金
銅
装
頭
椎
大
刀
が
出
土
し

て
お
り
、
集
中
分
布
域
を
な
す
［
小
嶋
二
〇
二
一
ｂ
、
齊
藤
二
〇
一
九
］。
八
号
遺
跡
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図４　沖ノ島７号遺跡出土の捩り環頭大刀と鉄剣
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図５　沖ノ島８号遺跡出土の刀装具とその類例（１）
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の
頭
椎
大
刀
Ａ
・
Ｂ
は
こ
れ
ら
よ
り
も
古
く
、
宗
像
で
頭
椎
大
刀
が
展
開
す
る
嚆
矢
と

み
ら
れ
る
。
離
島
の
祭
祀
空
間
に
お
け
る
頭
椎
大
刀
二
振
の
共
存
事
例
と
し
て
、
三
重

県
伊
勢
神
島
の
祭
祀
遺
物
が
あ
る
。

第
三
に
、円
文
と
菱
形
文
を
交
互
に
打
ち
こ
ん
だ
銅
地
金
張
の
責
金
具
を
挙
げ
る（
図

六
・
左
）。
こ
の
よ
う
な
責
金
具
は
、
大
阪
府
一
須
賀
Ｗ
Ａ
一
号
墳
（
図
六
・
右
）
や

岡
山
県
岩
田
一
四
号
墳
で
出
土
し
た
単
龍
環
頭
大
刀
の
よ
う
に
、
大
加
耶
系
の
技
術
を

使
っ
た
環
頭
大
刀
に
も
ち
い
る
こ
と
が
多
い
［
金
二
〇
一
七
］。
八
号
遺
跡
出
土
品
が

舶
載
品
か
渡
来
系
工
人
に
よ
る
作
品
か
は
判
断
し
か
ね
る
も
の
の
、
頭
椎
大
刀
Ａ
の
系

譜
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
外
来
系
装
飾
大
刀
の
情
報
を
入
手
し
う
る
よ
う

な
国
際
性
に
長
け
た
佩
用
者
像
が
み
え
て
く
る
。

な
お
、
頭
椎
大
刀
Ａ
・
Ｂ
の
類
例
出
土
古
墳
と
し
て
示
し
た
綿
貫
観
音
山
古
墳
と
渕

の
上
一
号
墳
で
は
朝
鮮
半
島
系
の
突
起
付
冑
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
も
［
内
山
一
九
九

二
］、
間
接
的
な
が
ら
八
号
遺
跡
の
性
格
を
考
え
る
う
え
で
留
意
し
て
お
く
。

二
三
号
遺
跡
　
Ｄ
号
巨
岩
の
東
に
隣
接
す
る
二
三
号
遺
跡
で
は
、
環
頭
大
刀
の
金
銅

製
装
具
が
出
土
し
た
（
図
七

－

三
）。
把
あ
る
い
は
鞘
の
筒
、
鞘
尻
金
具
は
横
断
面
が

八
角
形
で
あ
る
。
鞘
の
中
心
飾
り
は
心
葉
形
透
か
し
を
等
間
隔
に
穿
つ
。
こ
れ
ら
の
装

具
を
備
え
た
事
例
と
し
て
、
単
鳳
環
頭
大
刀
（
群
馬
県
平
井
地
区
一
号
墳
・
小
泉
大
塚

越
三
号
墳
、
栃
木
県
益
子
天
王
塚
古
墳
、
島
根
県
鷺
の
湯
病
院
跡
横
穴
墓
）、
三
葉
環

頭
大
刀
（
島
根
県
岡
田
山
一
号
墳
）
が
あ
る
。
舶
倭
の
区
別
は
決
し
が
た
い
が
、
倭
の

国
家
祭
祀
の
場
に
お
い
て
も
外
来
系
の
環
頭
大
刀
が
奉
献
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

図６　沖ノ島８号遺跡出土の刀装具とその類例（２）
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図７　沖ノ島 23 号遺跡出土の刀装具とその類例
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二
　
鉄
　
鉾

鉾
に
か
か
わ
る
資
料
は
七
・
八
・
一
六
・
一
九
・
二
一
号
遺
跡
で
出
土
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
全
形
が
う
か
が
え
る
七
・
八
号
遺
跡
出
土
品
を
検
討
す
る
。

七
号
遺
跡
　
身
部
の
断
面
が
三
角
形
の
三
角
穂
式
鉄
鉾
と
、
断
面
菱
形
の
鎬
式
鉄
鉾

が
出
土
し
た
（
図
八

－

一
～
七
）。
三
角
穂
式
鉄
鉾
は
古
墳
時
代
後
期
前
半
に
出
現
し

た
武
器
で
あ
る
。
高
田
貫
太
は
古
墳
時
代
鉄
鉾
の
系
譜
を
論
じ
る
な
か
で
、
東
ア
ジ
ア

諸
王
権
と
の
関
係
に
目
配
り
し
な
が
ら
三
角
穂
式
鉄
鉾
の
多
く
を
倭
製
品
と
し
て
評
価

す
る
［
高
田
一
九
九
八
］。
高
田
が
示
し
た
三
角
穂
式
鉄
鉾
に
か
か
わ
る
見
解
は
多
岐

に
わ
た
る
が
、
後
期
古
墳
の
主
要
な
副
葬
品
目
と
み
る
認
識
は
揺
ら
ぎ
そ
う
に
な
い
。

筆
者
も
高
田
の
研
究
を
批
判
的
に
発
展
さ
せ
る
か
た
ち
で
三
角
穂
式
鉄
鉾
の
編
年
や

分
布
の
背
景
を
検
討
し
て
き
た
［
齊
藤
二
〇
二
〇
・
二
〇
二
三
ｂ
］。
こ
れ
に
も
と
づ

け
ば
、
七
号
遺
跡
の
三
角
穂
式
鉄
鉾
は
い
ず
れ
も
全
長
二
五
㎝
程
度
で
、
筆
者
に
よ
る

編
年
の
第
三
段
階
（
Ｔ
Ｋ
四
三
～
Ｔ
Ｋ
二
〇
九
型
式
期
）、
お
お
む
ね
六
世
紀
後
半
か

ら
七
世
紀
初
頭
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
鐔
や
銀
装
具
な
ど
の
装
飾
は
み
ら
れ
な
い
。

日
本
列
島
の
三
角
穂
式
鉄
鉾
は
、
河
川
や
港
湾
を
の
ぞ
む
臨
海
性
の
た
か
い
立
地
の

遺
跡
か
ら
の
出
土
が
目
立
ち
、
海
上
交
通
や
対
外
交
渉
に
か
か
わ
る
保
有
者
像
を
描
く

こ
と
が
で
き
る
。
沖
ノ
島
は
、
お
な
じ
く
三
角
穂
式
鉄
鉾
が
出
土
し
た
長
崎
県
双
六
古

墳
（
壱
岐
島
）
や
島
根
県
立
石
古
墳
（
隠
岐
の
島
）
と
と
も
に
東
ア
ジ
ア
と
の
境
界
線

上
に
た
た
ず
む
こ
と
も
、こ
の
よ
う
な
図
式
の
典
型
と
し
て
と
ら
え
た
い
。
ち
な
み
に
、

出
土
し
た
遺
跡
の
規
模
の
比
較
か
ら
、
鎬
式
鉄
鉾
は
三
角
穂
式
鉄
鉾
に
従
属
す
る
階
層

の
武
器
と
理
解
し
て
い
る
［
齊
藤
二
〇
二
〇
］。

図８　沖ノ島７・８号遺跡出土の鉄鉾と関連資料

8



祭
祀
遺
跡
に
お
け
る
三
角
穂
式
鉄
鉾
の
出
土
事
例
と
し
て
、
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世

紀
に
か
か
る
埼
玉
県
北
大
竹
遺
跡
の
「
第
一
号
遺
物
集
中
」
が
あ
る
［
図
九
］。
大
量

の
滑
石
製
子
持
勾
玉
、
長
脚
高
杯
や
胴
部
最
大
幅
八
〇
㎝
以
上
の
大
甕
を
ふ
く
む
須
恵

器
群
、
小
型
の
海
獣
葡
萄
鏡
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
鉄
器
な
ど
と
一
緒
に
出
土
し
て
お
り
、
三

角
穂
式
鉄
鉾
は
か
な
ら
ず
し
も
戦
闘
本
位
の
武
器
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
。

八
号
遺
跡
　
金
銅
製
の
鞘
に
納
め
た
状
態
で
さ
び
つ
い
た
鉄
鉾
が
一
本
出
土
し
た

（
図
八

－

八
）。
鉄
鉾
本
体
の
袋
端
部
に
は
銀
装
具
を
つ
け
る
。
銀
装
の
鉄
鉾
は
数
あ
れ

ど
、
金
銅
製
の
鞘
を
と
も
な
う
類
例
は
み
い
だ
せ
な
い
。
金
銅
製
の
龍
頭
や
高
機
、
五

弦
琴
と
と
も
に
、
沖
ノ
島
祭
祀
を
特
徴
づ
け
る
儀
器
性
の
た
か
い
器
物
と
い
え
る
。
た

だ
し
、
鉄
鉾
や
石
突
の
表
面
に
木
質
が
の
こ
る
事
例
と
し
て
、
群
馬
県
若
田
大
塚
古
墳
、

千
葉
県
金
鈴
塚
古
墳
（
図
八

－

一
〇
）、
福
島
県
中
田
装
飾
横
穴
出
土
品
な
ど
が
知
ら

れ
る
。鉾
の
携
行
や
保
管
、副
葬
に
さ
い
し
て
木
鞘
に
納
め
る
こ
と
自
体
は
一
般
的
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
金
銅
製
鞘
の
袋
端
部
に
は
紐
を
と
お
し
た
と
お
ぼ
し
き
単
環
が
あ
る
。
似
た

単
環
を
と
も
な
う
鉾
の
装
具
と
し
て
、
Ｔ
Ｋ
二
一
七
型
式
期
（
七
世
紀
前
半
）
の
岡
山

県
定
東
塚
古
墳
出
土
金
銅
製
品
が
あ
る
。
定
東
塚
古
墳
の
鉾
は
古
墳
か
ら
出
土
し
た
三

角
穂
式
鉄
鉾
の
う
ち
最
新
段
階
の
も
の
で
、
類
例
の
と
ぼ
し
い
銀
装
の
鐔
を
と
も
な
う

［
齊
藤
二
〇
二
三
ｂ
］。
八
号
遺
跡
の
銀
装
金
銅
鉾
鞘
に
つ
い
て
も
古
墳
時
代
的
な
鉄
鉾

様
式
の
極
地
と
と
ら
え
る
が
、
こ
の
資
料
を
め
ぐ
っ
て
は
五
号
遺
跡
で
出
土
し
た
金
銅

製
龍
頭
（
図
八

－
九
）
の
「
石
突
」
と
み
る
意
見
も
あ
る
よ
う
に
［
弓
場
一
九
八
五
］、

そ
の
内
部
構
造
は
不
明
で
あ
る
。
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
構
造
解
析
が
俟
た
れ
る
。

図９　北大竹遺跡の「第１号遺物集中」とおもな出土品
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三
　
弓
　
具

沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
で
出
土
し
た
弓
具
に
か
か
わ
る
資
料
と
し
て
、
鉄
鏃
と
胡
簶
金
具

が
知
ら
れ
る
。
鉄
鏃
は
全
体
の
一
部
し
か
報
告
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
報
告
書
刊
行

当
時
は
胡
簶
金
具
へ
た
い
す
る
認
識
の
萌
芽
期
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
以
下
の
叙
述
も
十

全
と
は
い
か
な
い
も
の
の
、
向
後
の
議
論
に
備
え
た
記
述
を
試
み
た
い
。

鉄
鏃　

七
号
遺
跡
で
は
、
先
端
で
数
え
て
二
三
五
本
の
鉄
鏃
が
出
土
し
た
と
い
う
。

完
形
品
は
な
い
た
め
に
全
長
規
格
は
わ
か
ら
な
い
が
、
報
告
書
で
図
示
さ
れ
た
も
の
は

す
べ
て
長
頸
鏃
と
み
ら
れ
る
（
図
一
〇
）。
先
端
の
形
に
は
、
片
刃
、
両
刃
（
長
短
の

二
種
あ
り
）、
三
翼
の
も
の
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
三
翼
の
も
の
に
つ
い
て
は
鉄
鏃
で
あ

る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
な
い
。
以
下
、
片
刃
と
両
刃
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

片
刃
、
両
刃
と
も
に
わ
ず
か
な
刃
関
を
も
ち
、
完
全
に
は
ナ
デ
関
化
し
て
い
な
い
。

頸
部
と
茎
部
の
関
は
ほ
と
ん
ど
が
棘
関
で
あ
る
。
棘
関
の
出
現
は
Ｍ
Ｔ
一
五
型
式
期
ま

で
さ
か
の
ぼ
り
う
る
が
［
杉
山
二
〇
二
三
］、
広
域
普
及
は
Ｔ
Ｋ
四
三
型
式
期
以
降
で

あ
る
［
水
野
一
九
九
三
］。
七
号
遺
跡
の
鏃
は
Ｔ
Ｋ
四
三
型
式
期
に
接
点
を
も
つ
。

鉄
鏃
（
矢
）
は
刀
剣
や
ヤ
リ
、
鉾
と
異
な
り
、
消
耗
品
と
し
て
の
特
性
が
色
濃
い
。

そ
の
た
め
、
一
つ
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
鉄
鏃
の
本
数
が
本
来
の
矢
束
の
実
態
を
示
す

と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
七
号
遺
跡
の
二
三
〇
本
以
上
と
い
う
数

は
各
地
の
有
力
な
後
期
古
墳
と
く
ら
べ
て
も
遜
色
が
な
い
。
奈
良
県
藤
ノ
木
古
墳
の
約

八
〇
〇
本
や
群
馬
県
綿
貫
観
音
山
古
墳
の
約
五
〇
〇
本
、
奈
良
県
牧
野
古
墳
の
約
四
〇

〇
本
に
は
お
よ
ば
な
い
も
の
の
、
た
と
え
ば
房
総
半
島
を
代
表
す
る
前
方
後
円
墳
で
あ

る
千
葉
県
金
鈴
塚
古
墳
の
約
二
〇
〇
本
以
上
に
近
似
し
、
屈
指
の
出
土
数
と
い
え
る
。

図 10　沖ノ島７号遺跡出土の鉄鏃と復元図
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一
単
位
を
三
〇
本
と
仮
定
す
れ
ば
七
～
八
組
、
四
〇
本
と
仮
定
す
れ
ば
五
～
六
組
以
上

の
矢
束
が
七
号
遺
跡
に
奉
献
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
束
の
状
態
で
銹
着
し
た
鉄

鏃
は
同
一
の
形
式
で
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

片
刃
と
両
刃
の
組
み
あ
わ
せ
は
古
墳
時
代
後
期
に
お
け
る
高
位
の
鏃
組
成
と
し
て
と

ら
え
ら
れ
る
が
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
に
お
い
て
は
在
地
の
集
団
を
表
象
す
る
平
根
鏃
が

と
ぼ
し
い
こ
と
も
ま
た
、
奉
斎
者
の
性
格
を
反
映
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

胡
簶
　
七
号
遺
跡
の
出
土
品
に
「
靫
（
或
は
胡
簶
）
金
具
」
と
項
目
立
て
さ
れ
た
鋲

留
の
鉄
製
品
が
あ
る
が
、
双
方
中
円
形
吊
手
金
具
や
三
葉
形
立
飾
付
帯
形
金
具
を
と
も

な
う
こ
と
か
ら
、
鏃
を
下
向
き
に
し
て
矢
束
を
収
納
・
携
行
す
る
胡
簶
の
金
具
と
み
て

よ
い
。
さ
ら
に
、
一
個
体
の
胡
簶
に
二
個
も
ち
い
る
双
方
中
円
形
吊
手
金
具
が
四
個
あ

る
こ
と
か
ら
、本
来
は
二
個
体
以
上
の
胡
簶
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
図
一
一
・
左
）。

三
葉
形
立
飾
付
帯
形
金
具
は
鉄
製
で
彫
金
装
飾
が
な
く
、
鋲
が
対
に
な
っ
て
二
個
ず

つ
打
た
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
り
、
土
屋
隆
史
に
よ
る
分
類
の
「
双
方
中
円
形
Ⅲ
群
」
に

あ
た
る
。
土
屋
の
編
年
で
は
、
倭
に
お
け
る
胡
簶
金
具
の
第
Ⅲ
段
階
（
Ｍ
Ｔ
一
五
～
Ｔ

Ｋ
四
三
型
式
期
）、
す
な
わ
ち
、
近
畿
地
方
を
分
布
の
核
と
し
な
が
ら
倭
製
品
が
日
本

列
島
広
域
に
分
布
す
る
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
［
土
屋
二
〇
一
八
］。
吊
手
金

具
の
中
円
部
に
二
鋲
を
配
置
す
る
類
例
は
、
鉄
鏃
の
型
式
か
ら
Ｔ
Ｋ
四
三
～
Ｔ
Ｋ
二
〇

九
型
式
期
頃
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
静
岡
県
平
沢
一
号
墳
例
が
あ
る
［
滝
沢
二
〇
〇
〇
］。

沖
ノ
島
七
号
遺
跡
例
は
Ｔ
Ｋ
四
三
型
式
期
に
接
点
を
求
め
ら
れ
よ
う
。

二
一
号
遺
跡
の
「
衝
角
付
冑
」
と
項
目
立
て
さ
れ
た
金
銅
製
品
も
実
際
は
胡
簶
の
金

具
だ
ろ
う
。
表
面
の
縁
に
鋲
留
の
痕
跡
や
列
点
文
、
波
状
文
が
あ
る
（
図
一
一
・
右
）。

図 11　沖ノ島７・21 号遺跡出土の胡簶金具
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四
　
甲
　
冑

沖
ノ
島
七
号
遺
跡
で
は
、衝
角
付
冑
の
腰
巻
板
と
小
札
が
出
土
し
て
い
る（
図
一
二
）。

七
号
遺
跡
の
小
札
に
は
縅
孔
一
列
と
二
列
の
二
種
が
あ
り
冑
と
の
セ
ッ
ト
関
係
は
判
然

と
し
な
い
が
、
内
山
敏
行
は
「
衝
角
付
冑
と
二
列
小
札
甲
の
組
み
合
わ
せ
が
倭
の
甲
冑

様
式
の
典
型
」
と
み
る
［
内
山
二
〇
一
九
：
一
八
一
頁
］。

古
墳
時
代
後
期
の
衝
角
付
冑
に
は
、
横
矧
板
鋲
留
式
と
竪
矧
広
板
鋲
留
式
の
二
種
が

あ
る
。小
札
甲
＋
横
矧
板
鋲
留
衝
角
付
冑
と
捩
り
環
頭
大
刀
が
共
伴
し
た
古
墳
と
し
て
、

愛
媛
県
東
宮
山
古
墳
、
福
岡
県
山
の
神
古
墳
、
大
阪
府
寛
弘
寺
七
五
号
墳
、
千
葉
県
法

皇
塚
古
墳
、
埼
玉
県
埼
玉
将
軍
山
古
墳
な
ど
が
あ
る
。
冑
の
有
無
に
ゆ
る
や
か
な
階
層

性
を
読
み
と
れ
る
と
す
れ
ば
、
七
号
遺
跡
に
お
け
る
武
器
祭
祀
の
優
位
性
を
こ
こ
に
も

み
い
だ
せ
る
。
む
ろ
ん
、
甲
冑
と
捩
り
環
頭
大
刀
が
セ
ッ
ト
で
運
用
さ
れ
た
と
は
か
ぎ

ら
な
い
も
の
の
（
例
：
山
の
神
古
墳
な
ど
）、
竪
矧
広
板
鋲
留
衝
角
付
冑
と
捩
り
環
頭

大
刀
の
共
伴
事
例
は
み
い
だ
し
に
く
い
こ
と
と
あ
わ
せ
、
古
墳
時
代
後
期
の
武
装
を
類

型
化
す
る
う
え
で
示
唆
に
富
む
。

玄
界
灘
沿
岸
の
内
地
で
は
、
宗
像
市
相
原
古
墳
、
福
岡
市
東
区
か
け
塚
山
古
墳
で
古

墳
時
代
後
期
の
小
札
と
冑
が
出
土
し
て
い
る
。
相
原
古
墳
は
縦
長
板
鋲
留
冑
＋
縅
孔
一

列
小
札
（
＋
胸
当
状
鉄
製
品
？
）
の
朝
鮮
半
島
系
甲
冑
、
か
け
塚
山
古
墳
は
竪
矧
広
板

鋲
留
衝
角
付
冑
＋
縅
孔
二
列
小
札
の
倭
系
甲
冑
と
み
ら
れ
る
［
齊
藤
二
〇
二
三
ａ
］。

相
原
古
墳
、
か
け
塚
山
古
墳
と
も
に
精
緻
な
つ
く
り
の
金
銅
装
馬
具
が
出
土
し
て
い
る

点
も
、
七
号
遺
跡
と
つ
う
ず
る
。

図 12　沖ノ島７号遺跡出土の甲冑と関連資料
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五
　
盾

沖
ノ
島
七
号
遺
跡
で
は
、
上
辺
が
山
形
を
な
す
革
盾
の
中
央
を
飾
っ
て
い
た
と
み
ら

れ
る
鉄
板
が
一
枚
出
土
し
た
（
図
一
三

－

四
）。
類
例
と
し
て
大
阪
府
古
市
古
墳
群
の

峯
ヶ
塚
古
墳
出
土
品
が
知
ら
れ
る
（
図
一
三

－

三
）。
表
面
を
差
し
縫
い
の
文
様
で
装

飾
し
た
漆
塗
り
の
革
盾
は
古
墳
時
代
中
期
を
象
徴
す
る
武
具
で
あ
る
が
（
図
一
三

－

二
）、
橋
本
達
也
は
、
革
盾
は
中
央
の
文
様
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
を
表
徴
し
て
い
た
と

論
じ
つ
つ
、
盾
の
中
央
が
鉄
板
化
さ
れ
た
重
要
性
を
説
く
［
橋
本
一
九
九
九
］。

盾
中
央
鉄
板
を
ふ
く
め
た
盾
全
体
の
象
徴
性
や
系
譜
、
祭
祀
空
間
に
お
け
る
配
置
の

意
味
に
つ
い
て
は
仁
木
聡
に
よ
る
総
論
が
あ
り
、
盾
の
生
産
と
管
理
、
副
葬
・
祭
祀
様

式
の
創
出
と
配
布
に
も
倭
王
権
が
主
体
的
に
か
か
わ
っ
て
い
た
と
い
う
考
察
が
、
現
状

に
お
け
る
盾
研
究
の
到
達
点
を
示
し
て
い
る
［
仁
木
二
〇
〇
七
］。

そ
の
後
、古
墳
時
代
の
盾
に
か
か
わ
る
知
見
は
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

二
〇
二
二
年
一
二
月
、
奈
良
県
富
雄
丸
山
古
墳
の
造
り
出
し
部
に
お
い
て
盾
形
銅
鏡
が

出
土
し
た
こ
と
に
よ
り
、
盾
の
系
譜
論
が
み
な
お
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
盾
形
銅
鏡
の
背
面

中
央
に
は
鈕
が
あ
り
、
そ
の
上
下
に
倭
鏡
に
認
め
ら
れ
る
鼉
龍
文
を
配
す
る
。
表
面
は

磨
か
れ
て
お
り
、
倭
鏡
工
人
が
製
作
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
平
面
形
態
は
上
辺
山
形
の

盾
そ
の
も
の
で
あ
る
［
図
一
三

－

一
、
奈
良
市
教
育
委
員
会
二
〇
二
三
］。

盾
形
銅
鏡
の
系
譜
に
つ
い
て
は
橋
本
が
検
討
し
て
い
る
が
［
橋
本
二
〇
二
三
］、
前

期
に
創
出
さ
れ
た
器
財
の
外
形
が
後
期
ま
で
引
き
継
が
れ
た
背
景
に
は
、
王
権
の
正
統

性
を
示
す
財
体
系
を
維
持
す
る
仕
組
み
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
予
察
し
て
お
く
。

図 13　沖ノ島７号遺跡出土の盾中央鉄板と関連資料
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六
　
馬
　
具

複
雑
多
岐
に
わ
た
る
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
出
土
の
馬
具
に
つ
い
て
は
、
諫
早
直
人
に
よ

る
系
譜
の
整
理
と
桃
﨑
祐
輔
に
よ
る
馬
装
復
元
論
が
あ
る
［
諫
早
二
〇
一
二
、
桃
﨑
二

〇
二
二
］。
と
く
に
桃
﨑
に
よ
っ
て
最
低
で
も
国
産
三
組
（
Ａ
～
Ｃ
セ
ッ
ト
）、
舶
載
五

組
（
Ｄ
～
Ｈ
セ
ッ
ト
）
に
分
離
さ
れ
た
こ
と
は
、
馬
具
を
ふ
く
め
た
武
装
全
体
の
復
元

研
究
に
も
示
唆
を
与
え
る
。
古
墳
時
代
後
期
の
武
装
具
は
セ
ッ
ト
関
係
の
復
元
が
む
ず

か
し
い
が
、
類
似
し
た
遺
物
組
成
か
ら
共
通
す
る
項
目
を
抽
出
す
る
作
業
を
か
さ
ね
る

ほ
か
な
い
。

沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
武
装
具
で
こ
の
作
業
を
実
践
す
る
な
ら
ば
、
七
号
遺
跡
の
捩
り

環
頭
大
刀
二
振
が
ヒ
ン
ト
と
な
る
。
捩
り
環
頭
大
刀
は
倭
王
権
が
創
出
し
た
大
型
の
大

刀
で
あ
り
、
そ
の
消
長
は
古
墳
時
代
後
期
の
時
代
幅
さ
え
も
規
定
し
う
る
［
齊
藤
二
〇

二
二
］。
分
布
の
核
は
奈
良
盆
地
に
も
ち
な
が
ら
、
九
州
北
部
や
関
東
と
い
っ
た
古
墳

時
代
社
会
に
お
け
る
列
島
の
東
西
端
に
も
集
中
す
る
。
桃
﨑
が
分
離
し
た
七
号
遺
跡
出

土
馬
具
セ
ッ
ト
の
う
ち
、
水
晶
製
三
輪
玉
付
捩
り
環
頭
大
刀
と
組
み
あ
う
可
能
性
が
た

か
い
セ
ッ
ト
と
、
そ
の
根
拠
と
な
る
類
例
出
土
古
墳
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

Ａ
セ
ッ
ト
（
子
持
剣
菱
付
ｆ
字
形
鏡
板
付
轡
・
子
持
剣
菱
付
剣
菱
形
杏
葉
）

　

大
阪
府
河
内
愛
宕
塚
古
墳
、
福
岡
県
桂
川
王
塚
古
墳

Ｂ
セ
ッ
ト
（
十
字
文
楕
円
形
鏡
板
付
轡
・
楕
円
形
三
葉
文
杏
葉
）

　

滋
賀
県
鴨
稲
荷
山
古
墳
、
滋
賀
県
山
津
照
神
社
古
墳
、
京
都
府
物
集
女
車
塚
古
墳

　

大
阪
府
寛
弘
寺
七
五
号
墳
、
三
重
県
井
田
川
茶
臼
山
古
墳

図 14　沖ノ島７号遺跡のＡセット馬装と河内愛宕塚古墳の武装
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※
参
考
資
料
①
：�

福
岡
県
岩
戸
山
古
墳
の
石
馬
と
捩
り
環
頭
大
刀
形
石
製
表
飾

［
齊
藤
二
〇
一
八
、
神
ほ
か
二
〇
一
八
］

　

参
考
資
料
②
：�

大
阪
府
の
北
摂
に
あ
た
る
梶
原
Ｄ

－

一
号
墳
で
も
Ｂ
セ
ッ
ト

の
類
例
が
出
土
し
て
い
る
が
、
北
摂
は
奈
良
盆
地
と
な
ら
ん

で
捩
り
環
頭
大
刀
の
分
布
の
核
を
な
す

こ
の
う
ち
河
内
愛
宕
塚
古
墳
で
は
水
晶
製
三
輪
玉
も
出
土
し
て
お
り
、
沖
ノ
島
七
号

遺
跡
と
似
た
武
装
を
な
す
。
Ｂ
セ
ッ
ト
の
楕
円
形
三
葉
文
杏
葉
は
捩
り
環
頭
大
刀
や
広

帯
二
山
式
冠
と
と
も
に
継
体
朝
の
画
期
を
示
す
器
財
で
あ
る
［
高
松
二
〇
〇
七
］。
い

ず
れ
も
倭
の
身
分
表
示
機
能
を
志
向
し
た
武
装
と
い
え
る
（
図
一
四
・
一
五
）。

た
ほ
う
、
舶
載
・
棘
葉
形
杏
葉
と
国
産
・
捩
り
環
頭
大
刀
の
共
伴
も
、
埼
玉
県
埼
玉

将
軍
山
古
墳
、
奈
良
県
藤
ノ
木
古
墳
、
熊
本
県
打
越
稲
荷
山
古
墳
、
大
分
県
朝
日
天
神

山
一
号
墳
な
ど
で
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
当
初
か
ら
セ
ッ
ト
で
運
用
さ
れ
た
の
で
は

な
く
、
外
交
に
あ
た
っ
た
有
力
首
長
が
独
自
に
入
手
し
た
馬
具
も
含
み
う
る
。

た
し
か
に
、埼
玉
将
軍
山
古
墳
で
水
晶
製
三
輪
玉
付
捩
り
環
頭
大
刀
と
、馬
具
二
セ
ッ

ト
（
Ａ
（
新
羅
系
：
心
葉
形
十
字
文
鏡
板
付
轡
・
棘
葉
形
杏
葉
）、
Ｂ
（
倭
系
：
大
型

矩
形
環
状
鏡
板
付
轡
・
心
葉
系
三
葉
文
杏
葉
））
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
す
る

よ
う
に
［
神
二
〇
二
三
］、
七
号
遺
跡
で
も
捩
り
環
頭
大
刀
の
佩
用
者
が
祭
祀
や
対
外

交
渉
な
ど
の
場
面
に
応
じ
て
舶
倭
の
馬
装
を
使
い
わ
け
た
可
能
性
は
あ
る
［
cf.
内
山
二

〇
一
二
、
桃
﨑
二
〇
二
二
］。
だ
が
そ
れ
で
も
、
類
例
か
ら
み
て
捩
り
環
頭
大
刀
と
組

み
あ
う
可
能
性
が
よ
り
た
か
い
の
は
Ａ
・
Ｂ
セ
ッ
ト
で
あ
る
。
甲
冑
を
と
も
な
う
の
は

寛
弘
寺
七
五
号
墳
を
参
考
に
Ｂ
セ
ッ
ト
と
み
て
お
く
。
二
本
の
三
角
穂
式
鉄
鉾
も
捩
り

環
頭
大
刀
の
佩
用
者
一
人
に
一
本
ず
つ
割
り
振
れ
ば
、
均
質
的
な
武
装
と
な
る
。

図 15　沖ノ島７号遺跡のＢセット馬装と井田川茶臼山古墳の武装
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七
　
六
・
七
世
紀
の
宗
像
に
お
け
る
武
装
具
の
特
質

沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
で
出
土
し
た
武
器
や
武
具
、
馬
具
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
こ
こ

で
は
沖
ノ
島
の
武
装
を
よ
り
相
対
的
に
評
価
す
る
た
め
に
、
沖
ノ
島
祭
祀
に
携
わ
っ
た

で
あ
ろ
う
人
び
と
の
武
装
を
検
討
す
る
。

沖
ノ
島
七
号
遺
跡
出
土
武
装
具
の
特
徴
を
い
ま
一
度
確
認
す
る
な
ら
ば
、
水
晶
製
三

輪
玉
を
と
も
な
う
捩
り
環
頭
大
刀
、
三
角
穂
式
を
ふ
く
む
鉄
鉾
、
片
刃
と
両
刃
か
ら
な

る
長
頸
鏃
の
束
、
三
葉
形
立
飾
付
帯
状
金
具
を
も
つ
胡
簶
、
金
属
装
化
し
た
上
辺
山
形

の
盾
、
衝
角
付
冑
と
縅
孔
二
列
小
札
な
ど
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
上
位
階
層
の
倭
製
品
で

あ
る
こ
と
に
尽
き
る
。
こ
の
ほ
か
の
金
工
品
に
は
舶
載
品
を
ふ
く
み
つ
つ
も
、
伝
統
的

な
倭
の
武
装
に
身
を
包
む
点
に
こ
そ
、
七
号
遺
跡
の
奉
斎
者
、
そ
し
て
祭
祀
の
本
質
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
各
品
目
の
類
例
が
日
本
列
島
各
地
で
出
土
し
て
い
な
が
ら
も
、
分

布
の
核
は
近
畿
に
あ
る
点
や
、
こ
れ
ら
の
品
目
を
す
べ
て
そ
ろ
え
る
古
墳
は
か
ぎ
ら
れ

る
点
も
、
沖
ノ
島
に
お
け
る
武
器
祭
祀
の
隔
絶
性
や
集
約
性
を
物
語
る
。

こ
の
よ
う
な
沖
ノ
島
七
号
遺
跡
の
武
装
は
、九
州
北
部
で
は
長
崎
県
双
六
古
墳
（
九

一
ｍ
）
や
福
岡
県
桂
川
王
塚
古
墳
（
八
六
ｍ
）
な
ど
、
全
長
九
〇
ｍ
前
後
の
後
期
前

方
後
円
墳
に
匹
敵
す
る
。
宗
像
の
後
期
前
方
後
円
墳
の
う
ち
、
宗
像
市
で
は
相
原
古

墳（
＝
相
原
Ｅ

－
一
号
墳
、六
二
ｍ
）、福
津
市
で
は
在
自
剣
塚
古
墳（
一
〇
一
・
七
ｍ
）、

古
賀
市
で
は
船
原
古
墳
（
四
五
ｍ
以
上
）
を
最
大
と
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
古

墳
被
葬
者
が
沖
ノ
島
、
と
く
に
Ｄ
号
巨
岩
の
祭
祀
に
ち
か
し
い
人
物
だ
っ
た
と
仮
定

す
る
。

相
原
古
墳
出
土
金
属
製
品
の
ほ
と
ん
ど
は
細
片
化
し
て
い
る
が
、
つ
ぶ
さ
に
検
討
す

れ
ば
、
①
沖
ノ
島
七
号
遺
跡
出
土
品
と
類
似
し
た
金
銅
装
辻
金
具
の
脚
四
点
や
金
銅
製

鉸
具
の
刺
金
、
②
縦
長
板
鋲
留
冑
と
お
ぼ
し
き
破
片
や
縅
孔
一
列
小
札
、
胸
当
状
鉄
製

品
と
み
ら
れ
る
破
片
、
③
蛇
行
状
鉄
器
と
み
ら
れ
る
破
片
を
み
い
だ
せ
る
（
図
一
六
）。

①
の
う
ち
脚
の
先
端
を
尖
ら
せ
た
辻
金
具
は
、
舶
載
品
お
よ
び
そ
れ
を
模
倣
し
た
製

品
に
み
ら
れ
る
［
宮
代
一
九
九
三
］。
相
原
古
墳
の
辻
金
具
脚
は
付
け
根
に
あ
る
両
端

の
溝
が
退
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
沖
ノ
島
出
土
品
に
後
出
す
る
。
②
は
、
製
作
地
は

不
明
瞭
な
が
ら
も
朝
鮮
半
島
系
甲
冑
の
組
み
あ
わ
せ
だ
ろ
う
。
最
下
段
に
孔
を
三
角
形

状
に
三
点
穿
つ
小
札
は
、
高
句
麗
五
女
山
城
三
号
大
型
建
築
址
Ｊ
３
、
日
本
で
は
奈
良

県
飛
鳥
寺
塔
心
礎
出
土
品
に
類
例
が
あ
る
［
内
山
二
〇
〇
六
］。
③
は
「
鉄
製
輪
鐙
」

と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
想
定
で
は
大
き
す
ぎ
、
飛
鳥
寺
塔
心
礎
で
出
土
し
た
蛇

行
状
鉄
器
の
Ｕ
字
形
部
材
と
輪
郭
や
厚
さ
が
一
致
す
る
。

蛇
行
状
鉄
器
は
高
句
麗
由
来
の
馬
具
で
あ
る
［
諫
早
二
〇
一
五
］。
推
古
元
年
（
五

九
三
）
に
飛
鳥
寺
で
お
こ
な
わ
れ
た
仏
舎
利
埋
納
儀
式
に
あ
た
り
、
小
札
甲
や
馬
鈴
、

刀
子
、
耳
環
、
二
、
三
〇
〇
点
以
上
の
玉
類
な
ど
と
と
も
に
塔
心
礎
に
納
め
ら
れ
た
蛇

行
状
鉄
器
は
、
日
本
へ
の
仏
教
導
入
の
あ
り
か
た
を
示
す
。
宗
像
で
は
宗
像
市
大
井
三

倉
五
号
墳
の
一
例
、
福
津
市
手
光
南
二
号
墳
の
一
例
、
船
原
古
墳
の
三
例
が
濃
密
に
分

布
し
、
宗
像
市
域
最
大
規
模
の
相
原
古
墳
か
ら
出
土
し
て
も
違
和
感
は
な
い
。

船
原
古
墳
の
一
号
土
坑
で
も
お
び
た
だ
し
い
数
の
装
飾
馬
具
が
出
土
し
て
い
る
が
、

と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
二
連
三
葉
文
心
葉
形
杏
葉
の
透
彫
文
様
板
と
地
板
の
間
に
玉

虫
の
翅
を
敷
き
詰
め
て
い
る
点
だ
ろ
う
［
西
二
〇
二
二
］。
玉
虫
装
飾
の
馬
具
は
本
来
、

新
羅
の
王
陵
に
副
葬
さ
れ
る
最
高
級
品
で
あ
る
。
日
本
で
は
奈
良
県
法
隆
寺
の
玉
虫
厨

子
の
ほ
か
、
沖
ノ
島
や
正
倉
院
中
倉
で
玉
虫
翅
の
装
飾
品
が
み
ら
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
相
原
古
墳
や
船
原
古
墳
の
被
葬
者
は
た
ん
な
る
在
地

の
有
力
首
長
と
い
う
位
置
づ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
倭
の
有
力
首
長
と
朝

鮮
半
島
勢
力
の
通
信
役
、
そ
し
て
沖
ノ
島
祭
祀
の
中
枢
に
も
少
な
か
ら

ず
携
わ
っ
た
人
物
と
み
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
［
cf.
内
山
二
〇
二
三
、
齊

藤
二
〇
二
三
ａ
、
鈴
木
二
〇
二
一
、
桃
﨑
二
〇
二
三
］。

こ
の
ほ
か
、
宗
像
で
は
秀
逸
な
武
装
具
や
装
身
具
が
出
土
す
る
小
規

模
な
墳
墓
も
多
い
［
齊
藤
二
〇
一
九
］。
直
径
一
三
ｍ
の
円
墳
で
あ
る

宗
像
市
牟
田
尻
中
浦
Ａ

－

〇
三
号
墳
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
捩
り
環
、

全
長
四
〇
㎝
ち
か
く
に
復
元
さ
れ
る
飾
履
、
鉄
製
地
板
を
と
も
な
わ
な

い
金
銅
製
馬
具
（
鞍
の
磯
金
具
、
小
型
の
辻
金
具
、
鉸
具
）、
多
数
の

ガ
ラ
ス
玉
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
鉄
斧
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

平
安
時
代
の
法
典
『
延
喜
式
』
巻
八
「
龍
田
風
神
祭
」
の
祝
詞
に
は

「
御
馬
に
御
鞍
具
へ
て
、
品
々
の
幣
帛
獻
り
」
と
あ
り
、
延
暦
二
三
年

（
八
〇
四
）、伊
勢
皇
大
神
宮
の
祭
式
を
ま
と
め
た
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』

に
記
す
「
荒
神
宮
神
財
八
種
」
の
一
つ
に
も
金
銅
装
の
鞍
が
挙
げ
ら
れ

る
。
笹
生
衛
が
、
馬
や
馬
具
を
神
へ
供
え
る
儀
礼
の
起
源
を
沖
ノ
島
七

号
遺
跡
に
求
め
る
よ
う
に
［
笹
生
二
〇
一
二
］、
牟
田
尻
中
浦
Ａ

－

〇

三
号
墳
の
金
銅
製
馬
具
に
つ
い
て
も
儀
礼
用
の
木
馬
に
装
着
す
る
な
ど

し
て
、
実
際
の
騎
乗
に
は
供
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
沖
ノ
島
の

隔
絶
性
の
み
な
ら
ず
、
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
畿
外
に
設

置
さ
れ
た
「
八
神
郡
」
註
の
う
ち
、
沖
ノ
島
を
ふ
く
め
た
宗
像
神
郡
の

前
史
を
物
語
る
も
の
と
し
て
等
閑
視
で
き
な
い
資
料
で
あ
る
。

図 16　相原古墳出土の甲冑・馬具と関連資料
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展
　
望

こ
こ
ま
で
の
検
討
を
も
と
に
、
武
装
か
ら
み
た
沖
ノ
島
の
奉
斎
者
像
を
抽
象
化
す
る

な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

七
号
遺
跡
の
奉
斎
者
は
、
捩
り
環
頭
大
刀
を
中
心
に
「
ヤ
マ
ト
ブ
ラ
ン
ド
」
と
で
も

呼
ぶ
べ
き
武
装
具
に
身
を
包
ん
で
い
た
。
明
確
な
在
地
生
産
品
や
補
修
品
、
模
造
品
を

み
い
だ
し
に
く
い
点
に
も
そ
う
し
た
奉
斎
者
の
隔
絶
性
が
表
れ
て
い
る
。
舶
載
馬
具
の

保
有
に
は
渉
外
能
力
の
た
か
さ
が
反
映
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
が
、倭
系
装
飾
大
刀
と
甲
冑
、

装
飾
馬
具
の
組
み
あ
わ
せ
こ
そ
が
倭
王
権
の
中
枢
に
連
な
る
最
も
格
式
の
た
か
い
武
装

を
な
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
、
七
号
遺
跡
の
奉
斎
者
は
倭
王
権

の
意
向
を
受
け
つ
つ
国
家
祭
祀
の
急
先
鋒
を
担
っ
た
人
物
と
し
て
評
価
で
き
る
。な
お
、

類
似
し
た
武
装
具
が
出
土
し
た
古
墳
と
し
て
、
埼
玉
将
軍
山
古
墳
や
井
田
川
茶
臼
山
古

墳
、
河
内
愛
宕
塚
古
墳
が
挙
が
る
。

た
ほ
う
、
八
号
遺
跡
の
奉
斎
者
は
外
来
系
の
大
刀
に
か
か
わ
る
情
報
を
摂
取
で
き
る

よ
う
な
、
国
際
性
に
富
ん
だ
人
物
だ
っ
た
。
な
お
か
つ
、
金
銅
装
頭
椎
大
刀
の
祖
形
と

と
ら
え
う
る
大
刀
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
宗
像
で
頭
椎
大
刀
が
展
開
す
る
き
っ
か
け
と
な

る
人
物
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
間
接
的
な
解
釈
で
は
あ
る
が
、
関
東
で
い
え
ば
綿
貫
観

音
山
古
墳
、
宗
像
の
内
地
で
い
え
ば
相
原
古
墳
の
被
葬
者
と
ち
か
し
い
役
割
を
担
っ
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
予
察
し
て
お
こ
う
。

以
上
、東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
境
界
領
域
に
た
た
ず
む
孤
島
の
祭
祀
空
間
に
あ
っ
て
は
、

Ｄ
号
巨
岩
と
い
う
一
つ
屋
根
の
下
で
倭
の
伝
統
を
重
ん
じ
た
七
号
遺
跡
の
奉
斎
者
と
、

革
新
を
体
現
し
た
八
号
遺
跡
の
奉
斎
者
の
共
存
こ
そ
が
、
沖
ノ
島
全
体
の
本
質
を
示
す

と
展
望
す
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
出
土
品
は
そ
れ
を
研
究
す
る
者
に
最
高
度
の

気
力
、
体
力
、
知
力
、
集
中
力
、
そ
し
て
総
合
力
を
求
め
る
。
小
稿
も
所
詮
、
半
世
紀

前
に
刊
行
さ
れ
た
報
告
書
の
記
載
と
各
器
物
の
先
行
研
究
、
そ
し
て
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
越

し
の
観
察
所
見
を
ま
と
め
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
い
つ
の
日
に
か
、古
墳
時
代
の
武
器
・

武
具
・
馬
具
研
究
、
そ
し
て
王
権
論
の
成
果
を
総
動
員
し
て
再
論
す
る
こ
と
を
め
ざ
し

な
が
ら
、
ひ
き
つ
づ
き
関
連
す
る
資
料
の
基
礎
的
な
研
究
を
す
す
め
て
い
き
た
い
。

�

（
島
根
県
立
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
）

註
【
神
郡
】（
し
ん
ぐ
ん
、
か
み
ご
お
り
）

七
世
紀
後
半
以
降
に
特
定
の
神
社
を
維
持
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
特
別
な
郡
。
神
社
の
修

繕
や
祭
祀
に
あ
た
り
、
そ
の
郡
の
税
収
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
九
世
紀
の
『
令
集
解
』

に
よ
れ
ば
、
養
老
七
年
（
七
二
三
）
一
一
月
時
点
で
全
国
に
八
つ
の
神
郡
（
度
会
郡
・
多
気

郡
（
三
重
）、
安
房
郡
（
千
葉
）、
香
取
郡
（
千
葉
）、
鹿
島
郡
（
茨
城
）、
名
草
郡
（
和
歌
山
）、

意
宇
郡
（
島
根
）、
宗
像
郡
（
福
岡
））
が
あ
っ
た
と
い
う
。
神
郡
は
特
定
の
建
造
物
で
は
な

い
た
め
に
そ
の
存
在
を
考
古
学
的
に
裏
づ
け
る
遺
構
・
遺
物
は
み
い
だ
し
に
く
く
、
古
代
史

学
や
神
道
史
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。そ
う
し
た
な
か
考
古
学
か
ら
は
、

笹
生
衛
や
穂
積
裕
昌
が
古
代
の
祭
式
に
つ
な
が
る
遺
物
相
の
推
移
を
み
い
だ
し
な
が
ら
神
郡

の
基
層
を
古
墳
時
代
に
求
め
、
古
く
か
ら
の
土
地
の
伝
統
や
特
質
が
醸
成
さ
れ
た
先
に
神
郡

が
設
置
さ
れ
た
と
み
る
［
笹
生
二
〇
一
二
、
穂
積
二
〇
一
二
］。
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期
の
軍
事
組
織
と
武
器
副
葬�

―�

長
頸
鏃
の
形
態
変
遷
と

計
量
の
相
関
に
み
る
武
器
供
給
か
ら�

―
」『
古
代
』
九
六　

早
稲
田
大
学
考
古
学
会　

七
四

－

一
〇
四
頁

宮
代
栄
一　

一
九
九
三
「
中
央
部
に
鉢
を
持
つ
雲
珠
・
辻
金
具
に
つ
い
て
」『
埼
玉
考
古
』
三
〇　

埼
玉
考
古
学
会　

二
五
三

－

二
九
〇
頁

宗
像
神
社
復
興
期
成
会　

一
九
五
八
『
沖
ノ
島
』

宗
像
神
社
復
興
期
成
会　

一
九
六
一
『
続
沖
ノ
島
』

桃
﨑
祐
輔　

二
〇
二
二
「
沖
ノ
島
出
土
馬
具
の
復
元
的
研
究
」『
沖
ノ
島
研
究
』
八　
「
神
宿
る
島
」　

宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
保
存
活
用
協
議
会　

六
七

－

九
五
頁

桃
﨑
祐
輔　

二
〇
二
三
「
船
原
古
墳
の
遺
物
埋
納
土
坑
と
出
土
馬
具
か
ら
み
た
東
ア
ジ
ア
の
国
際

情
勢
」『
船
原
古
墳
と
か
が
や
く
馬
具
の
精
華
』
九
州
歴
史
資
料
館　

一
二
〇

－

一
二
七
頁

弓
場
紀
知　

一
九
八
五
「
沖
ノ
島
出
土
舶
載
遺
物
の
再
検
討�

―�

特
に
金
銅
製
龍
頭
の
流
伝
に
関

し
て�

―
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
七　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

一
九
一

－

二

一
七
頁
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